
大

陸
（
南

支
）
　 

南
支
派
遣
節
兵
団
従
軍
記
録

―
南
支
派
遣
独
立
第
六
十
六
部
隊
―
　 

神
奈
川
県
　
■
羽
正
雄 

第
一
部
　
任
地
へ
出
発
よ
り
復
員
・
帰
宅
ま
で
の
行
動
日

程

昭
和
十
八
年
十
月
二
十
七
日
、
二
回
目
の
召
集
令
状
に
よ
り
、

（
一
回
目
は
昭
和
十
六
年
十
月
十
五
日
で
、
当
時
三
十
歳
、
痔

病
の
た
め
即
日
帰
郷
）
千
葉
県
柏
市
東
部
第
八
十
三
部
隊
に
入

隊
。
夏
服
を
支
給
さ
れ
た
の
で
南
方
派
遣
と
直
感
し
た
。

昭
和
十
八
年

十
一
月
十
日
　
　
　
軍
用
列
車
に
て
柏
駅
出
発

十
一
月
十
二
日
　
　
夜
、
輪
送
船
に
て
門
司
港
出
航

十
一
月
十
六
日
　
　
揚
子
江
河
口
呉
淞
通
過

十
一
月
十
七
日
　
　
南
京
上
陸

十
一
月
二
十
七
日
　
南
京
出
航

十
一
月
二
十
八
日
　
上
海
・
揚
江
鎮
着

昭
和
十
九
年

三
月
十
日
　
　
　
　
上
海
・
飯
田
桟
橋
（
呉
淞
）
出
航

三
月
十
四
日
　
　
　
台
湾
・
基
隆
着

三
月
十
七
日
　
　
　
台
湾
・
基
隆
出
航

三
月
十
八
日
　
　
　
台
湾
・
高
雄
着

三
月
二
十
八
日
　
　
台
湾
・
高
雄
出
航

四
月
一
日
　
　
　
　
支
那
広
東
省
・
黄
埔
上
陸

四
月
六
日
　
　
　
　
広
東
省
・
新
会
県
江
門
着

四
月
六
日
～
二
十
三
日
　
江
門
付
近
警
備



四
月
二
十
四
日
～
昭
和
二
十
年
三
月
九
日

湘
桂
作
戦
参
加

昭
和
二
十
年

三
月
十
日
～
六
月
二
十
三
日
　
湘
桂
作
戦
参
加

六
月
二
十
四
日
～
八
月
十
四
日
　
反
転
作
戦
参
加

八
月
十
五
日
　
　
　
反
転
作
戦
参
加
中
マ
ラ
リ
ア
に
罹
か

り
後
送
さ
る

（
終
戦
は
途
中
で
知
ら
さ
れ
た
）

九
月
四
日
　
　
　
　
漢
口
第
一
五
八
兵
站
病
院
入
院
。
体

調
回
復
後
は
使
役
と
し
て
病
院
の
清

掃
な
ど
に
従
事

昭
和
二
十
一
年

四
月
十
五
日
　
　
　
同
病
院
出
発

四
月
二
十
二
日
　
　
上
海
南
市
病
院
へ
再
入
院

五
月
八
日
　
　
　
　
同
病
院
出
発
。
市
政
府
に
一
泊

五
月
九
日
　
　
　
　
上
海
一
四
兵
站
宿
舎
に
一
泊

五
月
十
日
　
　
　
　
米
国
リ
バ
テ
ィ
船
に
乗
船

五
月
十
一
日
　
　
　
上
海
港
出
航

五
月
十
四
日
　
　
　
博
多
湾
沖
に
到
着

久
し
ぶ
り
に
懐
か
し
の
故
国
日
本
に
無
事
帰
還
。
一
刻

も
早
く
上
陸
を
と
皆
胸
を
高
鳴
ら
せ
て
い
た
。

五
月
十
八
日
待
ち
に
待
っ
た
故
国
に
上
陸
し
た
。

五
月
十
九
日
午
前
五
時
、
駅
弁
の
支
給
を
受
け
、
博
多
駅

出
発
。

五
月
二
十
日
午
後
五
時
、
東
京
駅
着
。
夜
七
時
ご
ろ
帰
宅
。

第
二
部
　
蘆
溝
橋
で
の
一
発
の
銃
声
で
支
那
事
変
勃
発
。

昭
和
十
五
年
十
月
十
二
日
大
政
翼
讃
会
発
足
し
、
世
は
戦
時

色
一
色
と
な
り
、
支
那
事
変
は
次
第
に
拡
大
し
、
日
本
軍
も
支

那
大
陸
奥
地
へ
奥
地
へ
と
、
凄
ま
じ
い
勢
い
で
進
攻
し
て
い
っ

た
。昭

和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
つ
い
に
天
皇
陛
下
の
宣
戦
布
告

に
よ
り
日
、
米
、
英
も
戦
争
態
勢
に
突
入
し
た
。
ラ
ジ
オ
は

「
日
本
海
軍
航
空
隊
は
十
二
月
八
日
未
明
、
米
国
真
珠
湾
を
奇

襲
攻
撃
し
、
敵
戦
艦
を
轟
沈
、
大
戦
果
を
挙
げ
た
」
と
大
々
的

に
放
送
し
た
た
め
、
一
億
国
民
は
大
勢
声
を
上
げ
、
異
常
な
緊

張
感
に
覆
わ
れ
た
。

私
は
昭
和
十
八
年
十
月
二
十
七
日
、
柏
市
東
部
第
八
十
三
部



隊
に
入
隊
、
所
属
部
隊
は
独
立
混
成
第
二
十
二
旅
団
独
立
歩
兵

第
六
十
六
大
隊
節
第
九
四
〇
一
部
隊
（
春
日
隊
）
と
知
ら
さ
れ

た
。
任
地
の
中
国
広
東
省
新
会
県
江
門
に
着
く
前
、
途
中
、
台

湾
海
峡
は
敵
潜
水
艦
が
出
没
し
、
極
め
て
危
険
状
態
が
続
い
て

い
る
と
の
情
報
で
、
揚
子
江
を
■
り
、
十
一
月
十
七
日
南
京
上

陸
。
十
一
月
二
十
七
日
、
南
京
出
発
、
十
一
月
二
十
八
日
上
海

揚
江
鎮
着
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
よ
り
昭
和
十
九
年
三
月

九
日
ま
で
軍
事
教
練
を
受
け
、
教
官
は
一
緒
に
召
集
さ
れ
た
筥

崎
博
尋
軍
曹
、
藤
間
政
治
軍
曹
、
椎
名
兵
長
だ
っ
た
。

当
時
、
気
候
は
支
那
大
陸
特
有
の
三
寒
四
温
で
、
寒
さ
は
夏

服
の
せ
い
も
あ
り
身
に
し
み
た
。
夜
は
寒
さ
凌
ぎ
の
同
僚
の
山

田
学
君
と
背
中
合
わ
せ
に
し
な
が
ら
寝
た
が
、
そ
の
山
田
君
も

早
く
故
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
十
九
年
三
月
十
日
上
海
飯
田
桟
橋
（
呉
淞
）
出
航
。

三
月
十
四
日
　
基
隆
着
。
輪
送
船
の
下
は
小
船
が
バ
ナ
ナ
売
り

の
台
湾
人
が
来
た
の
で
五
銭
買
っ
た
ら
沢
山
あ
り
驚
い
た
。
三

月
十
八
日
　
基
隆
出
航
。
三
月
十
八
日
　
高
雄
着
。
上
陸
が
許

さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
風
呂
に
入
り
生
き
返
っ
た
気
持
ち
。
三
月

二
十
八
日
　
高
雄
出
航
。

昭
和
十
九
年
四
月
一
日
　
広
東
省
黄
埔
上
陸
。
四
月
六
日
夕

方
、
任
地
広
東
省
江
門
に
到
着
。
根
津
中
隊
長
よ
り
「
長
い
旅

路
ご
苦
労
だ
っ
た
。
今
夜
は
食
事
し
た
ら
早
く
寝
る
よ
う
に
」

と
の
言
葉
を
頂
い
た
。
四
月
七
日
、
今
日
か
ら
初
年
兵
教
育
が

始
ま
り
教
官
は
若
い
三
宅
見
習
士
官
だ
っ
た
。
あ
る
日
、
個
室

に
呼
ば
れ
書
類
を
見
な
が
ら
「
お
前
は
大
学
を
出
て
い
る
か
ら

幹
部
候
補
生
を
志
願
し
た
ら
ど
う
だ
。
体
は
楽
に
な
る
ぞ
」
と

強
く
勧
め
ら
れ
た
が
お
断
り
し
た
。「
ど
う
し
て
だ
」
と
理
由

を
聞
か
れ
た
の
で
、「
自
分
は
現
在
、
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
年
老
い
た
両
親
と
、
ま
た
結
婚
後
二
年
の
女
房
が
お
り

ま
す
の
で
一
日
も
早
く
帰
り
た
い
の
で
す
」
と
率
直
に
申
し
上

げ
た
ら
、「
そ
う
か
お
前
は
相
当
頑
固
だ
な
ぁ
」
と
い
わ
れ
た
。

そ
う
は
い
っ
た
も
の
の
自
分
は
少
し
で
も
早
く
体
が
楽
に
な

る
地
位
に
就
き
た
い
と
思
い
初
年
兵
の
訓
練
に
は
真
面
目
に
一

生
懸
命
努
力
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
思
っ
た
よ
り
早
く
第

一
期
の
検
閲
に
て
第
一
選
抜
の
上
等
兵
に
進
級
し
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
。

配
属
は
山
崎
小
隊
の
擲
弾
筒
班
で
班
長
は
露
崎
善
俊
兵
長
だ

っ
た
。
そ
の
露
崎
さ
ん
は
兵
隊
臭
さ
が
な
く
、
よ
く
面
倒
を
み



て
く
れ
た
人
で
あ
る
。

当
時
、
同
じ
小
隊
に
金
子
上
等
兵
と
大
場
兵
長
が
い
て
、
二

人
に
呼
ば
れ
「
お
い
高
羽!

一
選
抜
の
上
等
兵
に
な
っ
た
っ
て

い
ば
る
な
よ
。
こ
こ
は
戦
地
な
ん
だ
ぞ
。
い
つ
、
何
さ
れ
る
か

わ
か
ら
な
い
ぞ
、
よ
く
覚
え
て
お
け
」
と
、
お
ど
か
さ
れ
た
。

今
二
人
は
ど
う
し
て
い
る
か
、
会
っ
て
み
た
い
で
す
。

昭
和
十
九
年
六
月
二
十
四
日
よ
り
湘
桂
作
戦
に
も
参
加
し
た
。

あ
る
部
落
で
夜
、
敵
撃
を
受
け
露
崎
班
長
よ
り
「
お
い
高
羽
、

擲
弾
筒
撃
て
距
離
三
〇
〇
」
の
命
令
を
受
け
一
発
撃
っ
た
ら
敵

襲
の
喚
声
が
お
さ
ま
っ
た
記
憶
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

昭
和
二
十
年
六
月
二
十
四
日
よ
り
反
転
作
戦
中
、
マ
ラ
リ
ア

病
に
罹
り
、
行
軍
も
苦
し
く
途
中
、
大
陸
の
地
に
置
き
去
ら
れ

野
垂
れ
死
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
不
安
感
を
覚
え
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
マ
ラ
リ
ア
が
意

外
に
重
い
と
の
軍
医
の
診
断
で
後
送
さ
れ
、
途
中
で
終
戦
を
知

り
、
擲
弾
筒
も
没
収
さ
れ
た
が
身
柄
は
ど
う
な
る
の
か
不
安
感

を
抱
い
た
。

昭
和
二
十
年
九
月
四
日
、

漢
口
第
一
五
八
兵
站
病
院
に
入
院
、

体
調
回
復
後
は
使
役
で
病
院
内
の
清
掃
や
便
所
掃
除
も
さ
せ
ら

れ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
内
地
へ
復
員
す
る
兵
士
た
ち
が
奥
地
か
ら
揚
子

江
を
下
っ
て
く
る
船
の
中
か
ら
嬉
し
そ
う
に
手
を
振
っ
て
い
る

姿
を
見
て
は
自
分
も
早
く
帰
り
た
い
郷
愁
の
念
に
た
ま
ら
な
か

っ
た
涙
を
流
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
十
五
日
、
同
病
院
退
院
。
四
月
二
十
二

日
、
上
海
南
市
病
院
へ
転
院
。
五
月
八
日
、
同
病
院
退
院
。
市

政
府
に
一
泊
。
五
月
九
日
、
上
海
第
十
四
兵
站
宿
舎
に
一
泊
。

五
月
十
日
、
上
海
港
に
て
米
国
リ
バ
テ
ィ
船
に
乗
船
し
、
五
月

十
一
日
、
上
海
港
出
航
。
五
月
十
四
日
、
博
多
港
沖
停
泊
。
五

月
十
八
日
、
博
多
港
上
陸
。
順
正
寺
に
一
泊
。
五
月
十
九
日
午

前
五
時
、
駅
弁
の
支
給
を
受
け
、
博
多
駅
出
発
。
五
月
二
十
日

午
後
五
時
、
東
京
駅
着
。
夜
七
時
こ
ろ
帰
宅
。
博
多
駅
か
ら
自

宅
へ
電
報
を
打
っ
た
の
で
、
家
族
が
無
事
な
ら
必
ず
駅
ま
で
出

迎
え
に
来
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
い
ホ
ー
ム
を
隅
ま
で
探
し

た
が
お
ら
ず
、
や
は
り
家
族
に
何
か
異
常
が
あ
っ
た
の
か
と
心

も
暗
く
心
配
し
つ
つ
午
後
七
時
頃
帰
宅
。
門
が
閉
ま
っ
て
い
た

の
で
裏
口
か
ら
入
る
と
偶
然
に
も
家
内
が
井
戸
端
に
い
て
顔
を

見
る
な
り
、
び
っ
く
り
し
た
あ
ま
り
、
い
き
な
り
「
お
母
さ
ま
、



お
母
さ
ま
」
と
呼
び
な
が
ら
家
の
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
玄

関
か
ら
入
っ
た
が
、
両
親
、
家
内
、
全
員
嬉
し
涙
で
、
た
だ
よ

っ
た
、
よ
か
っ
た
の
涙
声
で
迎
え
て
く
れ
た
。
自
分
も
一
瞬
、

放
心
状
態
で
泣
け
て
し
ま
い
、
そ
の
時
の
第
一
声
は
何
を
い
っ

た
か
覚
え
て
い
な
い
。
電
報
は
翌
日
に
届
い
た
。

【
解

説
】

昭
和
十
八
年
十
月
召
集
、
二
回
目
の
召
集
と
い
う
が
一
回
目

は
即
日
帰
郷
で
あ
る
か
ら
第
一
回
の
召
集
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
と
い
う
と
、
二
月
に
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
よ
り
撤

兵
。
三
月
朝
鮮
に
徴
兵
制
、
天
皇
、
木
戸
内
府
と
終
戦
促
進
の

こ
と
に
関
し
御
談
合
。
四
月
山
本
連
合
艦
隊
司
令
長
官
戦
死
。

五
月
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
、
木
戸
内
府
、
高
松
宮
と
終
戦
に
関
し
談

合
。
七
月
国
民
徴
用
令
改
正
公
布
、
女
子
学
徒
の
動
員
決
定
。

八
月
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
及
ソ
ロ
モ
ン
群
島
方
面
の
戦
況
ま
す

ま
す
悪
化
。
米
英
両
巨
頭
第
一
次
ケ
ベ
ッ
ク
会
談
（
対
日
統
合

戦
略
協
議
）

、
キ
ス
カ
島
放
棄
公
表
。
九
月
イ
タ
リ
ー
無
条
件

降
伏
。
台
湾
に
徴
兵
制
施
行
方
針
決
定
。
南
方
在
留
邦
人
に
徴

兵
制
適
用
。
十
一
月
兵
役
法
改
正
。
大
東
亜
会
議
終
了
。
タ
ラ

ワ
及
マ
キ
ン
玉
砕
。
カ
イ
ロ
宣
言
署
名
。
テ
ヘ
ラ
ン
会
談
中
ス

タ
ー
リ
ン
、
ド
イ
ツ
降
伏
三
カ
月
後
対
日
参
戦
を
仄
め
か
す
。

十
二
月
徴
兵
適
齢
一
年
繰
上
げ
。

こ
の
年
表
を
見
る
と
日
本
の
戦
況
は
下
降
し
、

物
資
は
欠
乏
、

欧
州
の
戦
局
末
期
状
況
、
正
に
日
本
は
起
死
回
生
の
道
を
求
め

る
作
戦
を
…
…
と
い
う
時
期
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
一
つ
が

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
と
中
国
の
一
号
作
戦
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

昭
和
十
九
年
一
月
七
日
、
大
本
営
陸
軍
部
は
ビ
ル
マ
方
面
軍

に
対
し
「
イ
ン
パ
ー
ル
」
作
戦
実
施
を
許
可
。
二
十
四
日
「
一

号
」
作
戦
実
施
を
決
意
す
。
三
月
八
日
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
開
始
。

四
月
十
七
日
、
京
漢
線
打
通
作
戦
（
一
号
作
戦
）
開
始
。
し
か

し
、
四
月
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
蹉
跣
が
始
ま
り
、
六
月
十
五
日

サ
イ
パ
ン
に
米
軍
は
上
陸
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
に
三
十
歳
で
執
筆
者
■
羽
氏
が
召
集
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
に
妻
帯
、
子
供
を
残
し
て
三
十
歳
で
召
集
さ
れ
た
未

教
育
補
充
兵
が
非
常
に
多
く
、
そ
の
方
た
ち
の
戦
地
で
の
戦
没

者
は
多
か
っ
た
。
高
羽
氏
の
例
を
取
っ
て
、
独
立
歩
兵
第
六
十

六
大
隊
の
湘
桂
作
戦
で
の
未
教
育
補
充
兵
の
状
況
、
足
跡
を
■

っ
て
み
る
。



昭
和
十
八
年
十
月
二
十
七
日
、
千
葉
県
柏
市
東
部
第
八
十
三

部
隊
入
隊
、
二
週
間
経
っ
て
柏
駅
発
と
い
う
か
ら
、
未
教
育
、

し
か
も
中
年
の
召
集
兵
に
ほ
と
ん
ど
訓
練
は
し
な
か
っ
た
と
思

う
。
本
来
な
ら
補
充
隊
で
三
カ
月
程
度
の
基
本
教
育
を
し
て
、

一
期
検
閲
後
に
外
地
へ
出
発
と
い
う
の
が
常
識
で
あ
ろ
う
が
、

十
八
年
末
と
あ
れ
ば
無
理
で
あ
っ
た
の
か
。

し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
十
一
月
十
二
日
門
司
港
出
航
、
十

六
日
揚
子
江
河
口
呉
淞
（
上
海
）
通
過
、
十
七
日
南
京
上
陸
と

あ
る
。
当
時
、
制
海
空
権
は
米
軍
の
手
中
に
あ
り
、
対
馬
海
峡

や
朝
鮮
海
峡
で
潜
水
艦
の
雷
撃
を
受
け
海
没
し
た
輪
送
船
が
多

か
っ
た
。

台
湾
へ
出
航
す
る
間
、
上
海
で
三
カ
月
、
こ
の
間
こ
そ
教
育

の
好
機
で
あ
っ
た
が
、
兵
站
住
ま
い
で
は
、
体
操
か
駆
け
足
程

度
で
は
な
か
っ
た
か
、
分
隊
教
練
も
実
弾
射
撃
も
で
き
な
か
っ

た
の
で
は
、
少
な
く
も
徹
底
的
訓
練
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
台
湾
高
雄
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
四
月
六
日
、
よ
う

や
く
広
東
省
新
会
県
江
門
に
着
き
、
各
隊
に
配
属
と
な
り
、
よ

う
や
く
兵
隊
と
し
て
の
生
活
に
な
っ
た
と
思
う
。
そ
の
間
六
カ

月
で
あ
る
。

生
活
も
気
候
も
、
食
物
も
水
に
も
慣
れ
ぬ
未
教
育
兵
が
、
湘

桂
作
戦
（
一
号
作
戦
）
発
起
二
カ
月
前
に
到
着
し
た
の
で
あ
る
。

部
隊
は
作
成
準
備
中
で
あ
り
急
遽
初
年
兵
教
育
が
始
ま
っ
た
。

一
部
の
者
は
体
調
を
崩
し
入
院
し
た
者
も
若
干
あ
っ
た
と
思
う
。

教
育
す
る
教
官
も
助
教
の
下
士
官
も
古
参
兵
の
助
手
も
、
教
育

さ
れ
る
補
充
兵
も
大
変
で
あ
っ
た
。
基
礎
的
な
体
力
の
あ
る
者

も
な
い
者
も
、
皆
故
郷
に
妻
子
を
残
し
、
精
神
的
に
も
肉
体
的

に
も
過
酷
な
訓
練
と
感
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

湘
桂
作
戦
は
支
那
派
遣
軍
と
い
う
よ
り
我
が
陸
軍
建
軍
以
来

の
大
作
戦
で
、
中
国
大
陸
を
縦
断
（
北
支
―
中
支
―
南
支
―
仏

印
）
す
る
も
の
で
、
歩
兵
は
こ
の
間
徒
歩
で
あ
る
。
兵
隊
の
表

芸
は
射
撃
、
剣
術
、
行
軍
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
戦
闘
教
育
も

大
切
で
あ
る
が
、
作
戦
で
は
銃
剣
を
持
ち
、
食
料
、
衣
料
に
小

銃
弾
百
八
十
発
、
手
榴
弾
二
個
を
背
負
っ
た
り
腰
の
帯
革
に
通

し
た
薬
盒
に
入
れ
、
水
筒
（
水
一
リ
ッ
ト
ル
余
）

、
飯
盒
、
こ

れ
だ
け
で
四
～
五
十
キ
ロ
で
あ
る
。
一
会
戦
百
里
（
約
四
百
キ

ロ
）

、
一
日
約
四
十
キ
ロ
の
行
軍
で
あ
る
。

■
羽
氏
の
同
年
兵
の
湘
桂
作
戦
の
発
起
か
ら
復
員
ま
で
の
戦

没
者
数
は
六
十
余
名
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
大
部
分
が
戦
病
死
者



で
あ
る
。
同
部
隊
へ
補
充
入
隊
者
の
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
戦

没
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
記
の
よ
う
な
重
装
備
で
毎
日
四
十

キ
ロ
、
連
続
一
週
間
か
十
日
間
の
行
軍
で
あ
る
。
若
い
兵
隊
で

も
練
達
の
下
士
官
で
も
作
戦
行
軍
中
、
行
軍
の
苦
労
が
重
な
れ

ば
戦
闘
が
早
く
始
ま
ら
な
い
か
と
、
矛
盾
し
た
思
い
を
持
ち
つ

つ
の
行
軍
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
前
方
で
銃
声
が
聞
こ
え
、
撃

ち
合
い
が
始
ま
れ
ば
後
方
を
歩
い
て
い
る
者
た
ち
は
や
っ
と
停

止
で
き
る
と
、
内
心
ホ
ッ
と
す
る
の
で
あ
る
。

戦
闘
に
よ
り
戦
死
、
戦
傷
す
る
か
も
し
れ
な
い
予
測
よ
り
、

現
在
の
苦
労
か
ら
抜
け
た
い
と
い
う
の
が
、
い
つ
わ
ら
ざ
る
心

境
で
あ
っ
た
。
現
役
兵
の
若
い
者
で
も
行
軍
の
苦
し
み
に
は
耐

え
ら
れ
ず
落
伍
し
そ
う
に
な
る
者
も
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
三

十
数
歳
の
未
教
育
補
充
兵
に
と
っ
て
は
死
よ
り
辛
い
苦
し
み
で

あ
っ
た
。
ま
し
て
、
マ
ラ
リ
ア
の
熱
病
や
、
粘
血
便
の
出
る
下

痢
患
者
は
「
こ
の
ま
ま
置
い
て
い
っ
て
く
れ
」
と
い
う
者
も
い

る
。
し
か
し
、
作
戦
行
軍
中
の
落
伍
は
結
果
的
に
は
捕
虜
に
な

る
可
能
性
を
含
め
死
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。

上
官
や
上
級
者
、
指
揮
官
は
数
名
の
介
護
者
を
残
し
前
進
を

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
人
の
落
伍
者
に
よ
り
三
人
の
戦

力
が
欠
け
る
の
で
あ
る
。
幸
い
に
し
て
後
続
部
隊
や
患
者
収
容

隊
に
預
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、
心
を
鬼
に
し
て
指
揮
官
は

前
進
を
続
け
る
。

こ
れ
が
湘
桂
作
戦
中
行
軍
の
実
情
で
あ
っ
た
。

ま
し
て
独
立
大
隊
に
は
乗
馬
は
一
頭
ぐ
ら
い
で
、
他
は
重
機
関

銃
や
歩
兵
砲
の
馬
匹
の
み
で
あ
る
。

独
立
歩
兵
大
隊
、
独
立
混
成
旅
団
に
は
直
属
の
輜
重
隊
や
自

動
車
隊
を
持
た
ぬ
の
で
、
旅
団
に
一
、
二
個
中
隊
の
輜
重
、
自

動
車
隊
が
臨
時
に
配
属
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
湘
桂
作
戦
の
第

二
次
作
戦
が
発
起
し
た
の
は
九
月
上
旬
で
あ
り
、
終
戦
は
広
西

省
全
県
付
近
で
戦
闘
中
で
あ
っ
た
。

そ
の
日
か
ら
十
月
十
日
、
揚
子
江
北
岸
、
湖
北
省
武
穴
鎮
付

近
に
到
達
す
る
ま
で
は
戦
闘
は
な
く
と
も
行
軍
と
若
干
の
休
止

を
除
い
て
全
部
行
軍
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
武
装
解
除
前
で
あ
る

か
ら
兵
器
は
自
ら
持
っ
て
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
争
が
終

結
し
て
か
ら
兵
站
病
院
な
ど
で
死
亡
し
た
兵
隊
も
多
数
い
た
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
苦
労
を
経
つ
つ
生
還
で
き
た
こ
と
に
高
羽
氏
も

感
謝
し
つ
つ
、
亡
き
戦
友
の
霊
を
慰
め
る
べ
く
、
昨
年
の
靖
国

神
社
の
慰
霊
祭
に
は
夫
人
同
伴
で
出
席
さ
れ
た
。




